
	■夢ホールホワイエコンサート
　	『懐かしい日本の歌』　

日　時　10月13日㈯　
　　　　14：00開演
場　所　夢ホール
入場料　500円

（ワンドリンク付き）
※なかよしチケットは、
　２人以上20％割引、
　５人以上40％割引で
　前売りのみの取り扱い。
出　演　戸邉祐子（メゾソプラノ）
　　　　加藤佳子（ピアノ伴奏）
曲　目　荒城の月、この道、
　　　　わたしと ことりと すずと
　　　　（『ほしとたんぽぽ』より）
問い合わせは　文化会館（☎21−0808）へ

 
 ■秋の祭典「第４１回阿南市文化祭」
美術展作品の受付・搬入　
10月28日㈰　9：30 ～ 12：00　文化会館研修室
問い合わせは　文化振興課（☎22−1798）へ

 ■『第15回クリスマスライブ』　出演者募集
日　時　12月16日㈰　13：00開演予定
場　所　コスモホール（情報文化センター）
募集数　公募による10組（応募多数の場合は抽選）
参加料・入場料　無料
参加資格　市内在住でロック・ポップス・フォーク等
　　　　　の楽器演奏および歌唱をされる個人ま
　　　　　たは市民を1人以上含むグループなど
申込締切日　11月11日㈰
問い合わせは　情報文化センター（☎44−5000）へ

あなん
カルチャー

秋の祭典  ｢第41回阿南市文化祭｣ のご案内
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　　　　　　月日 10月 11月
　場所 25 日㈭ 30 日㈫ 2 日㈮ 3 日㈷ 4 日㈰ 10 日㈯ 11 日㈰

文化会館

中学校音楽祭
10：00 ～ 美術展　9：00 ～ 17：00※ 学童展　9：00 ～ 17：00※

音楽祭
11：00 ～ 16：00

舞踊祭
10：30 ～ 16：00 人権教育コーナー

華道展　9：00 ～ 17：00※ 阿南の夏まつり写真展

茶　会（裏千家）
10：00 ～ 16：00

茶　会
（表千家流）
10：00 ～ 16：00

市民会館 小学校音楽会
9：00 ～

 ひまわり会館 俳句大会
13：00 ～ 17：00

短歌大会
13：00 ～ 17：00

富岡公民館
寒らん展　 9：00 ～ 17：00※ 学童展　9：00 ～ 17：00※

盆栽展　 9：00 ～ 17：00※ 勤労青少年ホーム展

ＪＡあなん駐車場
（領家町） 日本鶏展示会

※最終日は16：00まで
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牛
牧
（
岐
）
庄

　

牛
牧
庄
は
仁
和
寺
真
光
院
領
で
あ
っ
た

が
、
庄
園
の
成
立
時
期
、
及
び
正
確
な
庄

域
は
分
か
ら
な
い
。

　

建
仁
三
（
一
二
〇
三
）
年
十
月
の
「
高

野
山
宝
簡
集
」
に
「
牛
牧
庄
」
の
庄
名
が

出
て
く
る
。
当
然
、
こ
れ
以
前
に
庄
園
が

成
立
し
高
野
山
領
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

し
か
し
、「
仁
和
寺
御
室
門
跡
定
書
」

に
よ
る
と
永
仁
三
（
一
二
九
五
）
年
、
牛

牧
庄
は
仁
和
寺
領
に
代
わ
っ
て
お
り
、
真

光
院
の
名
が
出
て
く
る
。

　

ま
た
、
坂
州
木
頭
村
宇う

奈な

為い

神
社
文
書

（
乾
元
三
―
一
三
〇
三
年
）
の
「
夢
想
記
」

に
牛
牧
庄
の
僧
浄
法
坊
・
静
日
坊
・
道
智

の
三
名
が
同
社
の
御
神
体
を
参
拝
し
た
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
。
観
応
二
（
南
朝
・

正
平
六
―
一
三
五
一
）
年
四
月
に
は
仁
和

寺
真
光
院
御
門
跡
領
牛
牧
庄
雑
掌
定
舜
の

訴
状
に
よ
り
新
開
新
兵
衛
尉
が
乱
暴
を
す

る
の
で
官
命
を
も
っ
て
新
開
氏
を
退
け
、

雑
掌
を
庄
家
に
居
ら
し
め
全
所
務
を
執
ら

せ
る
よ
う
足
利
将
軍
に
申
し
出
て
将
軍
の

命
で
左
衛
門
佐
石
橋
和
義
が
小
笠
原
蔵
人

に
当
て
た
文
書
が
あ
る
。

　

つ
づ
い
て
五
か
月
後
に
は
新
開
新
兵
衛

尉
を
闕
所
と
し
、
牛
牧
庄
地
頭
職
は
立
江

中
庄
地
頭
職
を
替
地
と
し
て
安
宅
備
後
権

守
に
預
け
置
か
れ
た
。

　

同
年
七
月
に
は
隣
接
す
る
竹
原
庄
本
郷

地
頭
職
の
安
竹
、
須
佐
見
（
周
参
見
）
一

族
に
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
安
竹
、

須
佐
見
一
族
は
阿
波
国
小
豆
坂
以
南
一
帯

の
討
伐
を
南
朝
か
ら
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
正
平
十
七
（
北
朝
・
貞
治
元
―

一
三
六
三
）
年
十
二
月
に
は
阿
波
南
方
の

闕
所
並
び
に
本
庄
領
を
宛
行
わ
れ
て
い
る
。

　

文
和
元（
南
朝
・
正
平
七
―
一
三
五
〇
）

年
十
月
に
安
宅
備
後
守
（
正
平
十
四
年
権

守
か
ら
守
に
昇
任
し
て
い
る
）
頼
藤
が
牛

牧
庄
地
頭
職
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

同
年
二
月
に
は
安
宅
王
杉
丸
（
頼
藤
の

子
と
さ
れ
る
）
が
桑
野
保
の
替
地
と
し
て

阿
波
国
萓
島
庄
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
た
。

安
宅
氏
は
紀
州
牟む

婁ろ

郡
の
豪
族
で
出
身
地

が
安
宅
村
で
あ
る
の
で
安
宅
氏
を
名
乗
っ

た
。

庄
域

　

正
確
な
庄
域
は
分
か
ら
な
い
。「
徳
島

県
史
」（
第
二
巻
）
に
は
阿
南
市
富
岡
町
、

学
原
、
領
家
、
石
塚
、
日
開
野
の
地
域
と

し
て
い
る
。
島
田
泉
山
は
島し
ま

脇き

（
富
岡
以

東
の
海
岸
部
）
を
称
し
て
い
る
範
囲
と
し

て
い
る
。
島
脇
（
志
摩
岐
）
は
牛
牧
（
宇

志
摩
岐
）
に
、
牛
牧
の
庄
名
は
庄
内
に
牛

屋
島
と
い
う
地
名
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
か

つ
て
は
牛
の
牧
場
よ
り
起
こ
っ
た
も
の
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
牛
牧
（
城
）
が
転
じ

て
牛
岐
と
な
っ
た
の
は
牧（
摩
岐
）の「
摩
」

の
省
略
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
馬
牧
（
宇
摩

岐
）
の
「
宇
摩
岐
」
と
な
っ
た
例
に
よ
る

と
し
て
い
る
。
牛
牧
は
「
志
摩
岐
」
と
な

り
「
宇
志
岐
」
に
転
じ
ら
れ
た
と
説
明
し

て
い
る
。

　

牛
岐
と
安
宅
氏
、
新
開
氏
に
つ
い
て
は

改
め
て
書
き
た
い
。

 

※
参
考
「
阿
南
市
史
」
第
一
巻

牛牧庄があった領家町辺り。

〈
其
の
79
〉

問
い
合
わ
せ
は　

科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42
‐
１
６
０
０
）
へ

10
月
の
休
館
日
　

１
日
㈪
、９
日
㈫
、15
日
㈪
、22
日
㈪
、

29
日
㈪

デ
ジ
カ
メ
で
秋
の
月
を
撮
ろ
う

日
時　

10
月
26
日
㈮　

午
後
７
時
～
９
時

対
象　

デ
ジ
カ
メ
を
お
持
ち
の
方
で
、
基
本

操
作
の
で
き
る
小
学
生
以
上
の
方

定
員　

30
人

参
加
料　

大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円

申
込
方
法　

事
前
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
お
申

し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
参
加
無
料
）

日
時　

土
・
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
、
午
後

２
時
20
分
～
の
２
回

※
秋
休
み
（
平
日
）
は
午
後
２
時
20
分
～

科
学
の
広
場
（
参
加
無
料
）

日
時　

10
月
８
日
㈷　

午
前
10
時
30
分
～
、

午
後
１
時
30
分
～
の
２
回

内
容　
「
プ
ラ
コ
プ
タ
ー
を
作
っ
て
飛
ば
そ

う
」夜

間
天
体
観
望
会

　

大
型
望
遠
鏡
制
御
機
器
更
新
の
た
め
、
10

月
13
日
㈯
ま
で
、
夜
間
の
天
体
観
望
会
は
２

階
の
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ル
ー
フ
で
行
い
ま

す
。
参
加
料
は
無
料
で
す
。

19 広報 あなん 2012.10


